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看護医療 特集号 
 

 

看護医療の道に進むために大切なこと 

 

人の命や健康を扱うのだという覚悟が必須です。 

 

命と健康を扱う看護医療の仕事は、究極の仕事と言っても過言ではないでしょう。 

厳しい仕事です。少しのミスで命や健康を奪うことになる、大変怖い仕事です。 

 

しかし、その命や健康について人の役に立つことができたら、究極の人助けになるのではないでしょうか。 

「どんなに大変でも、絶対によい看護師（理学療法士、…）になって人に尽くしたい！」 

まずは、この覚悟が持てるかどうかを、自分自身と相談しながらよく考えてもらいたいと思います。 

 

 

入試で求められるもの 

 

看護医療系学校の入試においては、以下の３要素が必ず求められます。 

それぞれを高められるよう、意識して学校生活を送ることが大切です。 

 

①確かな学力 

命や健康に関わる知識を確実に身につけられるだけの学力が必要。 

入学後の勉強は、高３の受験勉強以上に過酷と言われる（ついていけずドロップアウトする学生多数）。 

学科試験の結果がよくなければ、面接に進めないこともある。 

 

＊専門学校の学科試験について 

難易度は大学入試ほど高くないが、その分、高い得点率が求められる。 

 やさしめの問題を確実に得点することが重要！ 

 

②志 

明確なビジョンを持っていること。具体的にどのような分野で、どのように患者さんに貢献したいのか。 

志望理由書や面接において、熱意を持って語ることができる。 

 

③人間力 

患者さんを安心させられる人物であること。 
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１、２年生のうちに行っておくべきこと 

 

◆職業理解 

 

・「高校生夏休み１日ナース体験」に必ず参加。 

実際の病院で、現場を見て患者さんとふれあい、体験しよう。 

 

・現職の医療従事者による講演会（12月）に参加。 

 

 ・その他、各種セミナーへの積極参加を。各自での情報収集もどんどん行おう。 

 

◆志望校理解 

 

 ・看護学校合同説明会（６月・沼津）に参加。 

  多くの学校から情報を得られるチャンス！ 

 

 ・２年生の夏休みまでに、各学校のオープンキャンパスに参加。 

  受験する可能性のある学校には必ず見学に行き、比較検討しよう。 

 

◆学力伸長 

 まずは１・２年生での学習内容を確実に身につけることが、大変重要。 

 

◆諸活動（部活動や行事など）の充実。人とのかかわりを大切に。 

人間力を高めよう！ 人とのかかわりについては、面接でもエピソードをたくさん語れるように。 

 

◆できるだけ学校を休まない。 

看護医療系入試においては、心身の体調管理ができているかどうかも選考の重要な項目になる。 

 欠席日数が多いと、大きなマイナスポイントになってしまう。まずは自己管理をしっかりと。 

 

 

よりよい進路実現のために、準備を着実に進めていきましょう！ 

看護医療についての質問や相談は、進路課 看護医療担当まで。 


